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　明治７年（1874）、ドイツの医療制度にならい「医制」が制定され、わが国に医

薬分業という医療システムが導入された。それから137年、医薬分業推進活動を歴

史的に振り返ると四つの時代に区分できる。

　本書は、この区分を、次のように第１部～第４部に分け、その歴史的経緯と、そ

れらの活動に実際に直接携わった人々による回想・証言を、当時の「薬事日報」記

事等を交えて記述・収録した。

本書の構成
　第１部は、明治７年（1874）、医薬分業の萌芽ともいえる「医制」における医薬

分業制度の発足期から始まる。以後、明治22年（1889）、「薬品営業竝薬品取扱規

則」（薬律）として初めて医薬分業制度が法律化されたが、同時に附則で、「医師は

自ら診療する患者の処方に限り、自宅において薬剤を調合し販売授与することを得」

とされ、医師の医薬兼業が認められたため、以後実質的には昭和の終わりまで約

100年にわたり医薬兼業の医療体制が続くことになった。この実体を変えて、真の

「医薬分業」を実現させることが制度制定以来の薬剤師の悲願となった。以後、戦

時体制下での薬事法・制定［昭和18年（1943）］（分業体制を薬事法で規制）まで

の70年の軌跡が記されている。

　第２部は、終戦後の占領期の薬事法制定［昭和23年（1948）］とGHQ勧告［昭

和25年（1950）］に端を発する「医薬分業法」（医師法、歯科医師法及び薬事法の

一部を改正する法律）が実施［昭和31年（1956）］されるまでの経緯と現行薬事法・

薬剤師法が制定［昭和35年（1960）］されるまでの13年間の軌跡を記している。

　第３部は、昭和31年（1956）の「医薬分業法」の施行時から、医薬分業が急速

に進展する契機となった処方せん料の大幅引き上げ［昭和49年（1974）］までの間 、

約18年間の経緯等について記している。

　第４部は、医薬分業の成長の動機となった処方せん料の引き上げ年［昭和49年

（1974）］から、現在［平成23年（2011）］までの間（約37年間）の経緯等につい

て記すとともに、この第４部では実際に携わった人々による回想・証言を数多く収

録している。また、当時の「薬事日報」の記事を収録することにより、物故者等の
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発言を含む当時の状況をよりリアルに伝えるように努めた。

　第１部から第３部までの約100年間は、法的な制度は存在していても全国的、実

質的な医薬分業は不毛な時期（分業率は１％未満）であった。したがって、第４部

に記したその後の37年間こそが、実質的な医薬分業が進行された期間であり、県

によっては医薬分業を成熟期［分業率70％以上の県〈宮城県、秋田県、東京都、

神奈川県、新潟県、佐賀県〉 （平成22年３月）］まで進展させた期間である。

　また、この期間は、関係者の努力によって進展の度合いごとに、診療報酬・調剤

報酬が改正され新しい調剤技術料、薬学管理料が調剤報酬点数表に登場していった

期間である。

三つの分業元年
　この間の歴史と回想・証言を纏めるにあたって、編者らは思わぬ事実に気づいた。

それは執筆者が記述する「医薬分業元年」の時期に対する認識の違いであった。す

なわち、本書の執筆に携わった数十人の方々は、それぞれ活動した時期、実体験に

よって「医薬分業元年」の時期、想いが次の三種に認識されていたことが本書の編

集で浮き彫りとなった。

　もとより、本書で、その時期を統一したり、是非を論ずる意思は毛頭ない。しか

し、執筆者が何故その時期を「分業元年」と認識していたか、その背景、原点を紹

介することの意義は大きい。

　第一の原点は、本書第１部の冒頭で記した医薬分業の萌芽期である「医制」が制

定された「明治７年」（1874）こそ「分業元年」であるとする考えである。今は故

人となっている明治・大正・昭和戦前のすべての活動家の想いである。

　第二の原点は、本書第２部・第３部の歴史的経緯に携わった方々の想いである。

すなわち、自分達が携わった仕事の終着地点たる医薬分業法が施行された「昭和

31年」（1956）こそ、真の「分業元年」に当たるとする考えである。彼らにとっ

て現在の分業の進展は、この法制定により社会環境が整備され、充実された結果に

よるものであるとする考えである。薬剤師の身分法たる現行薬剤師法、国民皆保険

制度、新医療費体系の確立、薬価基準制度の確立等多くの制度改善が、この期以後

次々と実施されている。こうした背景から「医薬分業法」の制定・施行時を「分業

元年」とする考えは頷ける。

　第三の原点は、本書第４部で記される医薬分業の躍進の原点となった「処方せん
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料の大幅引き上げ」期「昭和49年」（1974）こそが、「分業元年｣であると認識す

る現在各地各界で活動している多数の医薬分業関係者の考えである。　　

　これらの方々にとっては、それ以前は実質的な医薬分業がなされていない時期で

あり、昭和49年こそ、あたかも、江戸時代の政治体制が変わった「明治維新」の

ように、薬局体制の「維新」であるこの時こそ「分業元年」であるとの考えである。

　この昭和49年を分業元年とする考え方の背景には、この時期以前の分業推進活

動は、これに至るまでの経緯の中の一プロセスであるとの考えである。

本書発刊の端緒
　ここで本書発刊の端緒と各部との関係を改めて振り返りたい。

　第１部から第３部までの活動に直接携わった方々は、今や殆どの方は逝去されて

おられる。しかしながら、当時の活動を記した薬史学的文献、関係団体年史、法令

解説書等は第１部、第２部の記述でも明らかなように、ある程度存在している。

　その一方、第４部に記された医薬分業活動については、直近に連続している活動

であり、それらはその時々の新聞、雑誌等に記録されているものの、纏まった書籍、

文献は極めて僅かしか存在しない。

　現在、薬局・病院等で調剤業務に携わっている多くの薬剤師は、薬剤師になった

時点から、処方せんは発行され続けられ、処方せん調剤が当たり前のようになって

おり、どのような経緯を経て現在に至ったかを全く知らない世代である。

　しかし、第４部の初期の活動において「この人を除いては今の分業は語れない」

と言われた「元日本薬剤師会専務理事の望月正作氏」、「蒲田分業の功績者の鈴木輝

一氏」、「三鷹分業の推進者の石井誠氏」、「日本を代表する薬局で、分業推進の理論家・

実践者の水野睦朗氏」等々も既に故人となられた。今、当時のことを体験し、知っ

ておられる当事者の方々の多くは高齢であり、当時の事情や経緯、想いを今お聞き

し、記し残さなければ当時の実態は消え去らんとしている。

　例えば、写真だけに残されている「医薬分業法骨抜きの動き」に反発して集団で

国会議事堂の塀をよじ登り、国会内に突入せんとしている青年薬剤師のデモ隊（青

年行動隊）の勇ましき行動、日本医師会長武見太郎氏と日本薬剤師会会長石館守三

氏の熱き懇談、今や当然の如く享受している「薬歴」費用算定がどのような経緯で

誕生したかなどを、今、医薬分業を享受している人のどれだけの人が知っているか

を懸念するものであり、同時に、これらの史実が失われることにより「薬学の知の

資産」が消えることへの危惧がある。
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　これらの歴史は、後世のためにも、また、現役で活躍している人のためにも、そ

の経緯はどうしても記録に残して置きたいとする想いを持った私たち有志の計画

に、薬事日報社元会長大澤巖氏と薬事日報社前社長前田功氏が賛同し、同社の協力

で本書出版の運びとなった。

　そして先に触れた三つの「分業元年」に対する想いが、本書の構成年代区分となっ

て編纂された。

　なお、本書第５部は、回想・証言・インタビュー追録として、第１部～第４部に

収録しきれなかった回想・証言等を収録した。さらに、第６部として、調剤報酬の

変遷、医薬分業率の推移、年表等の資料を収録した。

　第１部及び第２部は西川隆、第３部は中村健、第４部は渡辺徹がそれぞれ分担執

筆した。また、第５部は秋葉保次が執筆、編纂に当った。そのため、各部それぞれ

の時期の終末前後に重複する部分等があることはご了承願いたい。

　薬学教育６年制が実施され、新薬学教育コアカリキュラムの中では、「医薬分業」

の知識の習得が求められている。よって制度の正しい背景を世に残すことは極めて

重要であり、本書出版の意義は深い。

　薬局の業務に関しても「温故知新」の重要性が問われている。処方せん調剤が当

たり前になり、現在の開局、病院の薬剤師それぞれの職能が、「棚から牡丹餅」の

ように確立されたのではなく、先人たちがどのように想い、努力し、どのような経

緯を経て現在に至ったかを記録しておくことは、医薬分業の意義・目的を正しく検

証するためにも、また、将来、薬剤師職能が再び壁に直面したときにも参考になる

と思われる。
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　本書に示された諸活動について、自らの体験を元に「回想・証言」の執筆にご協
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ご長老に対し、深甚なる感謝の意を表する次第である。

　本書制作中に、第５部で貴重な回想・証言を寄稿していただいた中島良郎氏と吉

矢佑氏が、本書の発刊を待たずして亡くなられたのは、誠に残念なことである。中

島良郎氏は、現行薬価基準制度創設時の実務に当たられた最後の生存者として貴重

な回想を残された。吉矢佑氏は昭和 30 年代から率先して分業推進に尽力された卓

越した指導者として本書のために寄稿いただいた回想とそのメッセージは貴重であ

る。
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　そして、私たち有志の本書発行計画に共感し、医薬分業の原点、意義、在るべき

姿を次世代に伝えたいとの強い想いから、本書の発行・制作に側面から支援してく

ださった薬事日報社元会長大澤巖氏も 2011 年 5 月 27 日に逝去された。

　さらに、第４部に寄稿していただいた青柳健太郎氏も 2011 年 12 月 10 日に逝

去されてしまった。

　ここに、四氏に深く感謝するとともに、ご冥福を心からお祈り申し上げる。

　また、薬事日報社には、自社に保有する当時の「薬事日報」記事、報道写真等を

縦横に駆使し、３年余に亘って本書の編纂に傾注いただき、とりわけ、重なる編集

会議において積極的なご意見を頂いた小山紀夫社長、全編に亘っての年代考証、イ

ンタビュー、回想・証言の収集等に尽力された近藤晃司制作室長には深い感謝を申

し上げる。

　「歴史とは、人の想いを引き継ぐこと」とも言われる。本書に記された歴史・回

想の数々が、後世の医療の改善に、また薬学の向上の糧となって活用されれば編者

としてこの上ない喜びである。

　2011年12月

	 編集委員

	 　　秋葉保次

	 　　中村　健

	 　　西川　隆

	 　　渡辺　徹
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